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情報の海に漕ぎだす前に 探す
当センターがホームページ上で公開
している「水」専門のライブラリー
データベースです。関連図書、研究
レポート、水にかかわる生活意識調
査報告など、約１万３千件のデータ
からの検索が可能です。
生活、飲食、健康、風呂・温泉、と
いった身近なテーマから、環境、科
学、建築、産業、歴史・風土…あら
ゆる領域に広がる「水」関連資料の
収集を続けています。河川・湖沼の
関係資料も豊富に取り揃えている他、
酢や酒などの醸造分野の資料も収集
しています。

ミツカン水の文化センター
ライブラリー
http://www.mizu.gr.jp/

情報の海に漕ぎだすための

出発点

「水」関連図書データベース検索方法の
詳細は、本紙28ページをご覧ください。

ミツカン水の文化センターライブラリーの分野別分類
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国立国会図書館
http://www.ndl.go.jp/navi/index.
html
収蔵されている資料のうち、最近１年間に
整理された和書約10万件の書誌情報の検
索が可能。

Libraries in theWorld
世界の図書館
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/
other/other＿libs.html
世界約54ヶ国におよぶ図書館のリンク集。
筑波大学附属図書館が提供。

学術情報センター
http://www.webcat.nacsis.ac.jp/
文部省学術情報センターが提供する学術
書の検索サイト。

日本国内の大学図書館
関係ＷＷＷサーバ
http://www.libra.titech.ac.jp/
libraries＿Japan.html
日本全国の大学附属図書館リンク集。
東京工業大学附属図書館が提供。

《図書館》

日本書籍出版協会
Books.or.jp
http://www.books.or.jp/
日本書籍出版協会による新刊検索の基本
サイト。1997年12月までに刊行され、現
在国内で流通している約54万点の書籍を
検索できる。

TRC図書館流通センター
http://www.trc.co.jp/trc-japa/
search/trc＿www.asp
1980年1月以降に出版された約70万点の国
内新刊書籍を検索できる。会員に登録す
れば、探した本の注文も可能。

トーハン本の探検隊
http://tohan.gsquare.or.jp
大手取次業者トーハンのページ。4万5千
点の書誌データを検索できる他、会員は
注文も可能。

地方・小出版新刊 ニュース
http://www.bekkoame.or.jp/̃
much/access/actop.html
地方出版物、小出版社刊行物の新刊リス
ト。

《新刊書》

紀伊國屋書店
BOOK/WEB
http://bookweb.kinokuniya.co.jp/
日本一のアクセス数を誇るオンライン書
店。和書約130万件、洋書約200万件の書
誌情報が検索できる。購入は画面上での
簡単な会員登録が必要。書棚コーナーで
は、分野ごとに本の表紙画像が並び、書
店ならではの仮想体験ができる。

丸善
http://www.maruzen.co.jp/
和書約140万件、洋書約135万件の書誌情
報が検索できる。購入は会員登録が必要。

八重洲ブックセンター
http://www.yaesu-book.co.jp/
国内書籍データベース（日本書籍出版協会、
図書館流通センター）へのリンクあり。

三省堂書店
http://cmall.tjsys.co.jp/cyber/
sanseido/
国内書籍データベース（日本書籍出版協会）
へのリンクあり。インターネットショッ
ピングでは、280万点の洋書データベース
より検索ができる。和書・洋書ともに、
購入は会員登録が必要。

旭屋書店
http://www.asahiya.com/
国内書籍データベース（日本書籍出版協
会）、洋書通販会社スカイソフトへのリン
クあり。書籍・雑誌等の購入は会員登録
が必要。

本屋でござ～る
http://www.washin.co.jp/honya/
中小出版社約80社の書籍の検索・購入が
できる。

《オンライン書店》

Amazon.com Books!
http://www.amazon.com/jp/
300万タイトルを扱っているアメリカの代
表的なオンライン書店。

スカイソフト
http://www.sky.co.jp/
一般洋書約35万冊、専門洋書約170万冊の
検索・注文ができる。

《洋書》

日本の古本屋
http://www.kosho.or.jp/
全国3000軒の古書店組織である「全古書
連」が作成するページ。古書検索の他、
東京の全古書店リストなどを紹介。

BOOK TOWN 神田
http://www.book-kanda.or.jp/
神田にある古書店を紹介。古書10万点の
在庫検索の他、古書店のジャンル検索が
できる。

《古書》

インターネット上の情報源
当センターのホームページ以外にもさまざまな書誌検索サイトがあります。
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『
西
暦
2
0
0
0
年
の
地
球

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
特
別
調
査
報
告
上
下
』

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
編
　
逸
見
謙
三
・
立
花
一
雄
監
訳

家
の
光
協
会
　
１
９
８
０
年

一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
）
年
に
発
表
さ
れ
た
い
わ

ゆ
る
「
カ
ー
タ
ー
レ
ポ
ー
ト
」
の
翻
訳
で
す
。
人
口
・

資
源
・
食
糧
編
（
上
巻
）
と
環
境
編
（
下
巻
）
か
ら
成

っ
て
い
ま
す
。
米
国
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
求
め
に
応
じ

て
約
六
○
名
の
専
門
家
が
三
年
間
に
わ
た
り
行
っ
た
環

境
問
題
に
関
す
る
地
球
規
模
で
の
未
来
予
測
で
す
。
世

界
各
地
域
の
人
口
、
気
候
、
食
糧
、
資
源
デ
ー
タ
を
詳

細
に
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
分
析
に

よ
る
未
来
予
測
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
と
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
『
成
長
の
限
界
』（
一
九
七
二
）
が
有
名
で
す

が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
「
世
界
の
人
口
は
二
○
三
○

年
に
は
一
○
○
億
人
に
達
す
る
速
度
で
爆
発
し
続
け
、

そ
の
増
加
分
の
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
集
中
す
る
開
発
途

上
国
で
は
食
糧
生
産
が
停
滞
し
、
石
油
、
水
資
源
な
ど

の
枯
渇
と
と
も
に
、
熱
帯
の
森
林
の
四
○
パ
ー
セ
ン
ト

が
消
滅
す
る
」
と
厳
し
い
予
測
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
今
か
ら
二
十
年
前
の
予
測
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
こ

ろ
、
日
本
政
府
が
何
を
し
て
い
た
か
を
考
え
れ
ば
、
米

国
政
府
が
総
力
を
挙
げ
て
こ
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
た

こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
広
い
視
野
で
遠

い
先
を
見
通
し
、
地
球
規
模
い
や
宇
宙
規
模
の
視
点
に

立
ち
、
足
も
と
の
一
滴
の
水
ま
で
を
考
え
る
―
そ
ん
な

姿
勢
が
日
本
の
政
府
に
も
私
た
ち
一
人
一
人
に
も
ほ
し

い
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
本
書
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

水を知るために大切なことは、「水とひとがつきあう現場」を

歩くこと。それを助けるのが文献です。手ぶらで現場に出ても思

うような収穫は見込めません。水を捉えるための目をつくるため

に、まず綿密な準備を行う。それがフィールドワーク成功の秘訣

です。「フィールドワークの達人」「すぐれた紀行家」と言われる

人達のほとんどが、希代の読書家でもあるという事実。書斎と現

場の往復が、「水と人がつきあう現場をえぐり取る目利き」とな

る近道なのです。

まずは現場でもその前に読む

富
山
和
子
の
出
発
点

原
典
を
読
み
　
現
場
を
歩
け

三
十
年
以
上
に
わ
た
り
全
国
を
歩
き
、「
水
の
文
化
と
は
何
か
」
を
問
い
続
け
て
い
る

富
山
和
子
氏
（
評
論
家
・
立
正
大
学
教
授
・
日
本
福
祉
大
学
客
員
教
授
）
に
、

水
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
書
物
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』

土
木
学
会
編
　
岩
波
書
店
　
１
９
３
６
年

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
発
行
さ
れ
た
も
の
の
復

刻
版
が
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
序
文
に
は
「
土
木
事
業
は
國
家
の
興
隆

人
類
文
化
の
發
達
に
寄
輿
す
る
事
甚
だ
大
な
る
も
の
あ

り
。
…
王
朝
時
代
の
池
を
掘
り
堤
を
築
く
等
の
純
農
土

工
時
代
よ
り
逐
次
發
達
を
遂
げ
、
中
に
も
我
邦
獨
特
の

良
工
法
の
案
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
は
、

先
人
苦
心
経
営
の
賜
と
謂
ふ
べ
し
。
如
斯
き
史
実
は
今

に
し
て
之
を
集
録
す
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
散
逸
し
て
再

び
得
難
き
を
憂
ふ
る
な
り
。」
と
あ
り
、
全
国
各
地
の

具
体
的
な
史
実
が
学
会
の
総
力
を
も
っ
て
集
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
河
川
・
運
河
・
砂
防
編
、
開
墾
・
干
拓
・
埋

め
立
て
・
溜
池
・
灌
漑
（
か
ん
が
い
）
・
排
水
編
、
港

津
（
こ
う
つ
）
・
航
路
・
航
路
標
識
編
、
道
路
・
橋

梁
・
渡
場
・
関
所
編
、
都
市
造
営
編
、
城
塁
編
、
水
道

編
、
測
量
編
、
土
木
行
政
編
、
施
工
法
編
の
十
章
か
ら

成
る
、
時
代
別
、
地
域
別
の
内
容
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
こ
れ
を
、
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

読
み
終
わ
る
と
、
自
然
と
日
本
中
を
歩
き
、
訪
ね
て
み

た
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
水
の
文
化
史
』富

山
和
子
　
文
藝
春
秋
　
１
９
８
０
年

資
源
論
、
環
境
論
、
交
通
論
を
総
合
さ
せ
た
国
土
利

用
論
。
こ
の
よ
う
に
言
う
と
固
い
本
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

雑
誌
「
文
藝
春
秋
」
の
連
載
中
よ
り
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
も
の
で
す
。
歴
史
を
見
る
目
、
風
景
を
見
る
目
、

京
や
奈
良
の
文
化
の
感
じ
方
、
古
典
の
読
み
方
ま
で
変

わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
森
林
の
大
切
さ
に
光
を
当
て
、

木
曽
川
な
ど
の
四
つ
の
川
を
通
し
て
、
人
と
自
然
と
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
た
書
で
す
。
全
国
を
歩
き
、
現
場

を
見
聞
き
し
た
積
み
重
ね
を
も
と
に
、
そ
れ
ま
で
の
水

に
対
す
る
常
識
を
問
い
直
す
―
現
場
を
知
る
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

『
大
縮
尺
図
で
見
る
平
野
』

籠
瀬
良
明
　
古
今
書
院
　
１
９
８
８
年

「
本
編
」
と
「
大
縮
尺
地
図
」
が
合
冊
さ
れ
た
も
の

で
す
。
地
図
を
読
み
、
現
場
を
歩
き
、
く
ら
し
の
姿
を

捉
え
る
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
お

り
、
地
理
学
の
研
究
者
が
、
小
さ
な
地
形
の
変
化
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
が
分
か
る
格
好
の
書
に
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
黒
部
川
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

第
一
章
で
は
、
一
千
分
の
一
と
い
う
大
縮
尺
に
よ
る
等

高
線
図
の
作
成
方
法
、
等
高
線
図
か
ら
引
き
出
せ
る
事

柄
、
黒
部
川
扇
状
地
の
開
拓
史
、
戦
後
の
土
地
整
備
事

業
や
稲
作
農
業
の
動
向
、
黒
部
川
扇
状
地
で
米
の
収
量

が
激
増
し
た
要
因
な
ど
、
現
場
を
歩
か
な
い
と
分
か
ら

な
い
き
わ
め
て
具
体
的
な
空
間
的
記
述
と
、
風
土
の
体

験
か
ら
導
か
れ
た
歴
史
的
な
記
述
が
立
体
的
に
組
み
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
を
読
ん
で
、
地
図
を
眺
め
、

日
本
各
地
の
姿
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
地
図
を

片
手
に
現
場
を
歩
く
楽
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
本
で
す
。
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都
市
文
化
論
の
草
分
け
と
し
て
知
ら
れ
る
上
田
篤
氏

が
ま
と
め
た
、
都
市
に
お
け
る
水
路
空
間
の
復
活
を
テ

ー
マ
と
す
る
論
集
で
す
。
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
い

う
そ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
発
想

の
も
と
に
、
国
内
外
の
事
例
を
集
め
、
水
が
都
市
に
お

い
て
持
つ
価
値
や
意
味
を
詳
細
に
論
じ
て
い
ま
す
。

「
水
の
都
市
再
生
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
理
解
で
き

る
入
門
書
で
す
。

陣
内
秀
信
の
現
場

フ
ィ
ー
ル
ド

歴
史
に
学
び

現
代
を
考
え
る

水
の
視
点
か
ら
都
市
の
見
直
し
を
進
め
て

き
た
陣
内
秀
信
氏
（
法
政
大
学
教
授
）
に
、

「
水
の
都
市
」
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
基
本

書
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『江戸の川・
東京の川』
鈴木理生

日本放送出版協会
1978年

『中国の水郷都市』
蘇州と周辺の水の文化

陣内秀信（編）
鹿島出版会
1993年

『水縁空間』
渡部一二　郭中端　
堀込憲二

住まいの図書館出版局
1993年

『日本の水景』
篠原修
鹿島出版会
1997年

『水網都市』
リバーウォッチングのすすめ

上田篤　世界都市研究会（編）
学芸出版社
1987年

読む

江
戸
は
、
明
確
な
構
想
の
も
と
に
土
木
技
術
を
駆
使

し
て
造
ら
れ
た
水
の
都
だ
っ
た
。
江
戸
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
著
者
が
、
川
の
役
割
を
鍵
に
、
江
戸
か
ら
東

京
へ
の
都
市
成
長
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。
江
戸
時

代
初
期
、
掘
割
り
を
め
ぐ
ら
し
、
計
画
的
に
水
の
都
市

を
造
り
上
げ
た
経
緯
や
、
都
市
空
間
に
お
け
る
河
岸
の

意
味
、
市
場
の
立
地
な
ど
、
水
の
都
市
･
江
戸
の
経
済

空
間
秩
序
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
研
究
の
基
本
書
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
、
日
本
で
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
開
発
が
ブ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
参
照

さ
れ
る
の
は
欧
米
の
事
例
ば
か
り
。
都
市
に
は
固
有
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
に
は
ア
ジ
ア
固
有
の

水
の
都
市
像
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
思
い
を

出
発
点
に
取
り
組
ん
だ
の
が
本
調
査
研
究
で
す
。
中
国

江
南
地
方
に
は
、
か
つ
て
日
本
に
も
存
在
し
た
魅
力
的

な
水
の
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
が
媒
体
と
な
り
、
人
と
人
、
環
境
と
人
と
が
結
び

つ
け
ら
れ
た
空
間
―
こ
れ
が
「
水
縁
空
間
」
で
す
。
本

書
で
は
、
近
代
化
の
波
の
中
で
豊
か
な
水
縁
空
間
を
守

り
続
け
て
き
た
郡
上
八
幡
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
用

水
路
の
シ
ス
テ
ム
や
利
用
方
法
、
そ
の
役
割
な
ど
を
丹

念
に
調
べ
上
げ
、「
水
の
町
」
再
生
へ
の
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。
水
と
の
か
か
わ
り
を
基
軸
に
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
上
で
も
、
大
変
参
考
に
な
る
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
か
ら
全
国
を
歩
き
、
空
間
の
経
験
を
重
視

し
た
景
観
論
を
構
築
し
て
き
た
著
者
が
、
調
査
で
の
記

憶
や
体
験
を
た
ど
り
な
が
ら
、
各
地
の
水
景
を
美
し
い

写
真
と
文
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
三
四
郎
池
、
近
江

八
景
、
水
防
の
風
景
・
輪
中
な
ど
、
日
本
の
原
風
景
が

鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
水
辺
の
風
景
デ
ザ
イ

ン
に
臨
む
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈歴史地理〉 〈建築〉

〈建築〉 〈土木〉

〈建築〉

※
表
紙
北
斎
『
絵
本
隅
田
川
両
岸
一
覧
』
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
蔵
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『川蒸気通運丸物語』
明治・大正を生き抜いた

利根の快速船

山本鉱太郎
崙書房
1980年

『神田川』
よみがえれ東京の源流

東京新聞社会部（編）
東京新聞出版局
1994年

『東京の橋』
水辺の都市景観

伊東孝
鹿島出版会
1986年

『水の東京』
陣内秀信（編）
岩波書店
1993年

『荷風と東京』
川本三郎
都市出版
1996年

『運河 再興の計画』
房総・水の回廊構想

三浦裕二・高橋裕・伊澤岬
（編著）

彰国社
1996年

か
つ
て
は
重
要
と
さ
れ
て
い
た
、
内
陸
河
川
を
利
用

し
た
人
と
物
と
情
報
の
流
れ
。
日
本
で
は
、
近
代
化
の

過
程
で
、
こ
う
し
た
財
産
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
本
書
は
、
そ
の
反
省
か
ら
、
首
都
近
郊
に
あ

る
水
が
め
「
印
旗
沼
」
に
着
目
し
、
既
存
の
水
系
を
利

用
し
て
東
京
湾
と
太
平
洋
を
結
び
、
水
運
文
化
を
再
興

し
よ
う
と
す
る
雄
大
な
構
想
を
論
じ
た
も
の
で
す
。
特

に
海
外
の
河
川
舟
運
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
現
代
に
お
け
る
舟
運
復
活
運
動
の
良
質
な
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
か
ら
一
九
五
九
（
昭
和
三

四
）
年
ま
で
四
二
年
間
に
お
よ
ぶ
永
井
荷
風
の
日
記

『
断
腸
亭
日
乗
』。
そ
こ
に
は
、
荷
風
の
江
戸
東
京
空
間

が
細
や
か
に
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
歩
き
の
達
人

と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
、
こ
の
日
記
を
手
に
荷
風
の

都
市
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
き
、
東
京
の
水
の
ト
ポ
ス
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

ま
だ
都
市
に
水
が
生
き
て
い
た
戦
前
の
東
京
の
姿
を

写
真
で
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
隅
田
川
、
臨
海
部
、
都

心
・
下
町
、
新
下
町
、
山
の
手
・
西
郊
と
５
つ
の
地
域

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
辺
の
在
り
方
、
歴
史
的
変
遷

を
論
じ
て
い
ま
す
。
東
京
で
も
つ
い
最
近
ま
で
、
祭
り
、

漁
業
、
水
上
交
通
な
ど
、
日
常
的
な
風
景
の
中
に
水
が

息
づ
い
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。「
水
の
東

京
」
復
権
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
一
冊
で
す
。

水
辺
の
風
景
を
彩
る
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
に
「
橋
」

が
あ
り
ま
す
。
本
書
は
、
橋
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

著
者
が
、
東
京
に
あ
る
橋
を
丹
念
に
調
査
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
橋
の
デ
ザ
イ
ン
、
様
式
が
あ
っ

た
こ
と
を
論
じ
て
い
ま
す
。
都
市
の
美
観
を
考
え
る
時
、

か
つ
て
橋
や
橋
の
周
辺
を
意
欲
的
に
設
計
し
て
い
た
感

覚
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

文
明
開
化
は
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
水
上
交
通
に
も
や

っ
て
き
ま
し
た
。
陸
蒸
気
な
ら
ぬ
川
蒸
気
が
明
治
十
年

に
登
場
し
た
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
関
東
一
円
で
築
か

れ
た
水
運
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継
承
し
、
明
治
か
ら
大
正

に
か
け
て
発
達
し
た
水
上
交
通
の
花
形
、「
蒸
気
船
通

運
丸
」
盛
衰
の
一
代
記
を
描
い
て
い
ま
す
。
日
本
橋
蠣

殻
町
を
午
後
六
時
に
出
航
す
る
と
、
隅
田
川
を
上
り
午

後
十
一
時
に
松
戸
に
到
着
す
る
と
い
っ
た
運
行
表
も
見

え
、
舟
運
見
直
し
の
気
運
が
高
ま
る
現
代
か
ら
読
む
と

い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
る
書
で
す
。

巨
大
都
市
東
京
の
排
水
路
と
化
し
た
神
田
川
を
都
民

の
手
に
取
り
戻
そ
う
と
、
東
京
新
聞
に
百
二
十
回
に
わ

た
り
連
載
さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め
た
、
一
冊
ま
る
ご
と

神
田
川
の
本
で
す
。
神
田
川
の
歴
史
や
問
題
点
に
つ
い

て
、
流
域
の
市
民
や
専
門
家
、
行
政
区
の
首
長
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
。

〈交通史〉 〈ジャーナリズム〉

〈土木〉〈建築〉

〈文学〉〈土木〉



文
献
収
集
―
―

そ
れ
は
体
験
の
積
み
重
ね

―
収
集
を
は
じ
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

私
が
水
資
源
開
発
公
団
に
入
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

水
俣
病
な
ど
の
公
害
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
た
頃
で

し
た
。
水
資
源
開
発
公
団
は
い
わ
ば
「
水
」
を
つ
く
り

出
す
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
河
川
の

汚
染
な
ど
「
水
」
に
関
係
す
る
汚
染
に
問
題
意
識
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に

「
水
問
題
研
究
会
」
と
い
う
勉
強
会
を
作
り
、「
水
」
に

関
係
す
る
資
料
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
日
々
出
版
さ
れ
る
膨
大
な
本
の
中
か
ら
、「
水
」
に
関
す

る
文
献
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
。

新
刊
図
書
に
つ
い
て
は
、
新
聞
の
図
書
案
内
や
出
版

社
か
ら
出
さ
れ
る
新
刊
図
書
案
内
、
さ
ら
に
専
門
誌
や

学
会
誌
な
ど
の
図
書
紹
介
、
国
会
図
書
館
か
ら
出
さ
れ

る
日
本
全
国
書
誌
を
、
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。
水
や
河
川
に
関
す
る
本
が
あ
れ
ば
、
手
帳
に
メ
モ

を
取
っ
た
り
、
記
事
の
切
り
抜
き
を
貼
り
付
け
ま
す
。

古
書
に
つ
い
て
は
、
東
京
に
出
た
と
き
に
、
神
田
の
秦

川
堂
や
南
海
堂
、
慶
文
堂
、
明
倫
館
な
ど
の
古
本
屋
で

探
し
ま
す
。
本
郷
の
泰
雲
堂
に
も
、
水
関
係
の
古
書
が

お
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
全
国
の
地
域
研
究
団
体
が
集
ま
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
も
参
加
し
て
、
情
報
交
換
す
る
こ
と
も
、

収
集
の
情
報
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
方
法
で
、

年
間
五
百
〜
六
百
冊
く
ら
い
は
集
め
ら
れ
ま
す
ね
。

地
方
の
出
版
物
は
、
全
国
の
図
書
館
や
郷
土
資
料
室
、

各
県
の
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
回
り
集
め
ま
す
。
地
方

の
本
は
、
や
は
り
現
地
に
行
か
な
い
と
み
つ
け
ら
れ
な

い
の
で
す
。

全
国
の
図
書
館
は
ほ
ぼ
回
り
ま
し
た
。
図
書
館
は
外

見
と
収
蔵
資
料
の
質
は
必
ず
し
も
関
係
が
な
い
。
立
派

な
図
書
館
の
割
り
に
は
本
が
少
な
か
っ
た
り
、
逆
に
本

当
に
ち
っ
ぽ
け
な
図
書
館
で
も
郷
土
の
資
料
が
充
実
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
滋
賀
県
立
図
書
館
、
徳

島
県
立
図
書
館
は
、
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。

―
文
献
収
集
も
ひ
と
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
文
献
の
収
集
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

体
験
の
積
み
重
ね
な
ん
で
す
ね
。
私
の
場
合
、
旅
が
好

き
な
の
で
、
全
国
を
巡
る
こ
と
も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
旅
先
で
は
、
図
書
館
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や

湖
沼
に
も
足
を
運
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
や
は
り
、
そ

の
土
地
の
雰
囲
気
を
掴
ま
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が

自
分
の
資
産
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
見
知
ら
ぬ
旅

先
で
た
ま
た
ま
自
分
の
知
ら
な
い
本
に
出
会
っ
た
時
は
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

9

集める

「水文献研究会」に聞く

水文献研究会主宰者の古賀邦雄氏。約30年にわた

り「水」にまつわる膨大な書物を集めてきた、水文

献収集家です。その数およそ１万冊。このデータは、

当センターのライブラリーにもご提供いただいてい

ます。

1996年には、その集大成として、『水・河川・湖

沼関係文献集－これから水と河川及び環境を学ぶ人

のために－』が刊行されました。古賀さんに「水文

献とのつきあい方」をうかがってみました。古賀邦雄氏。1967（昭和42）年水資源開発公団に入社。勤務のかた
わら30年間にわたり水文献を収集。現在、日本河川開発調査会 筑
後川水問題研究会に所属し、水に関わる啓蒙活動を行っている。



森
と
川
と
海
が

一
体
と
な
っ
た
発
想
を

『
水
・
河
川
・
湖
沼
関
係
文
献
集
―
こ
れ
か
ら
水
と

河
川
及
び
環
境
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
―
』
で
は
、
明
治

一
五
年
か
ら
平
成
六
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
国
内
書
籍

約
一
万
冊
の
書
名
、
著
編
者
名
な
ど
が
、
発
行
年
ご
と

に
、
三
五
項
目
か
ら
整
理
・
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
文
献
の
傾

向
、
つ
ま
り
水
・
河
川
・
環
境
に
対
す
る
社
会
的
な
関

心
の
動
向
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
水
の

世
相
史
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

―
文
献
集
を
ま
と
め
る
過
程
で
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
す
か
。

社
会
の
発
展
と
共
に
水
の
問
題
も
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
頃
に
は
、
環
境
に

つ
い
て
の
本
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し

ろ
、
農
業
用
水
や
水
力
発
電
な
ど
の
水
開
発
の
本
が
多

か
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
年
代
に
公
害
が
取
り
ざ

た
さ
れ
、
水
質
悪
化
が
問
題
に
な
っ
て
か
ら
は
、
環
境

や
生
態
、
親
水
な
ど
の
本
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
環
境
問
題
の
捉
え
方
も
、
当
初
は
、
例
え
ば
「
あ

る
地
域
の
公
害
を
考
え
る
」
と
い
っ
た
、
点
と
し
て
の

環
境
の
捉
え
方
が
さ
れ
て
い
た
。
で
も
、
昭
和
か
ら
平

成
に
入
る
と
、
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
た
線
・
系
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
球
規
模
で
環
境
が

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

10

古賀さんのデータベース「探書手帳」
新聞・雑誌の図書案内を貼ったり、街
で目にした書籍情報をメモしている。

『水・河川・湖沼関係文献集』
これから水と河川及び環境を

学ぶ人のために
古賀邦雄　1996年

―
こ
の
文
献
集
に
こ
め
ら
れ
た
思
い
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

私
が
文
献
の
収
集
を
始
め
た
頃
に
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
く
ら
い
に
、
環
境
破
壊
は
深
刻
化
し
、
地
球
規
模

の
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
に
つ
い
て
は
、
環
境
面

も
含
め
て
総
合
的
か
つ
学
際
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
身
近
な
水
と
の
接
点

で
あ
る
川
に
つ
い
て
、「
川
と
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と

い
う
普
遍
的
な
理
念
、
つ
ま
り
「
川
の
思
想
」
を
確
立

し
、
世
界
中
の
人
々
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
川
ば
か
り
で
は
な
く
、
水

は
循
環
し
て
い
く
も
の
で
す
か
ら
、「
森
の
思
想
」「
海

の
思
想
」
も
当
然
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
間
も
含
め

て
す
べ
て
の
生
物
に
対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と

い
う
考
え
方
で
す
。
ま
ず
は
、
森
と
川
と
海
が
一
体
で

あ
る
と
い
う
発
想
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
文

献
集
は
、
こ
う
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
た
め
の
一

助
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
過
去
の
書
籍
が
散
逸
し
な

い
こ
と
を
願
い
刊
行
し
た
も
の
で
す
。
過
去
は
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
文
献
が
残
る
こ
と
に
よ
り
研

究
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
水
や
河
川
に
興
味
の
あ
る
人

た
ち
の
勉
強
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
水
や
河
川
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
人
た
ち
の

入
門
と
な
る
よ
う
な
図
書
を
ご
紹
介
下
さ
い
。

『
川
が
つ
く
っ
た
川
、
人
が
つ
く
っ
た
川
　
大
熊
孝

ポ
プ
ラ
社
　
1
9
9
5
年
』
は
子
ど
も
向
け
の
本
で
す

が
、
川
の
捉
え
方
な
ど
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。『
河
相
論
　
安
藝
皎
一
　
岩
波
書
店
　
1
9

5
1
年
』
で
は
、
人
間
に
人
柄
が
あ
る
よ
う
に
、
川
に

も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い

て
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
水
と

文
化
の
か
か
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
、『
日
本
の
川
―
自

然
と
民
俗
　
建
設
省
・
北
海
道
開
発
庁
　
新
公
論
社

1
9
8
9
年
』、『
水
の
こ
と
わ
ざ
事
典
　
淵
眞
吉
　
水

資
源
協
会
　
1
9
9
4
年
』、『
事
典
・
日
本
人
と
水

日
本
「
水
」
の
会
　
新
人
物
往
来
社
　
1
9
9
4
年
』、

『
す
ぐ
に
役
立
つ
水
の
生
活
学
　
松
下
和
弘
　
け
や
き
出

版
　
1
9
9
2
年
』、『
水
の
伝
承
　
石
上
七
鞘
　
新
公

論
社
　
1
9
7
9
年
』
な
ど
が
取
り
か
か
り
や
す
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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整理・分類する

コ
ン
セ
プ
ト
は

「
く
ら
し
を
と
り
ま
く
水
の
情
報
館
」

―
設
立
の
趣
旨
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
水
ま
わ
り
機
器
の

製
造
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
文
化
活
動
の
テ
ー

マ
と
し
て
考
え
た
分
野
も
、
や
は
り
関
係
の
深
い
建
築

と
水
で
し
た
。
そ
こ
で
、
建
築
で
は
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

間
』
を
設
け
、
水
の
分
野
で
当
館
を
開
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ア
ク
ア
は
、
関

連
業
界
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
の
お
客
様
に
も
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ど
な
た
に
と
っ
て
も
身
近
な
、
く
ら
し
の
中
の
水
と
い

う
観
点
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

水の専門図書館「ライブラリー・アクア」

「ライブラリー・アクア」は、水まわりの総合メーカ

ーで知られるTOTOが1987年に開設した、日本屈指の

「水」の専門図書館です。図書館の使い勝手を決める大き

な要素に、その館独自の分類体系があります。通常の図

書館では日本十進分類法が使われていますが、専門図書

館では独自の分類で書籍を整理し、それが情報センター

としての特色でもあります。ミツカン水の文化センター

にとっては先輩とも言える「ライブラリー・アクア」を

たずね“水専門図書館の顔づくり”についてお話をうか

がいました。マネージャーの遠藤信行氏

所
蔵
書
籍
数
は
約
一
万
一
千
冊
。
こ
の
内
、
国
会
図

書
館
に
も
な
い
も
の
が
約
四
千
冊
揃
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
書
籍
は
、
日
本
十
進
分
類
法
で
は
分
類
し
き
れ

な
い
の
で
、
独
自
の
テ
ー
マ
で
分
類
し
て
い
ま
す
。
図

書
を
収
集
す
る
一
方
で
、
こ
の
分
類
の
作
成
も
進
め
た

わ
け
で
す
が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
水
に
関
わ
る
書
籍
は
、

一
冊
の
中
で
も
各
章
ご
と
に
テ
ー
マ
が
ま
た
が
る
こ
と

も
多
く
、
分
類
を
作
る
こ
と
も
、
ま
た
分
類
に
合
わ
せ

て
整
理
す
る
こ
と
も
た
い
へ
ん
で
す
。
や
は
り
「
水
」

は
難
し
い
（
笑
）。

―
特
に
書
籍
数
が
多
い
テ
ー
マ
は
あ
り
ま
す
か
。

「
水
と
文
化
」
に
分
類
さ
れ
る
書
籍
が
一
番
多
く
、

全
体
の
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
三
つ
の
小

テ
ー
マ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
伝
承
や
信
仰
な

ど
、
水
に
関
す
る
心
の
文
化
。
第
二
は
、
ト
イ
レ
・
浴

室
・
台
所
な
ど
、
水
ま
わ
り
や
住
ま
い
の
モ
ノ
か
ら
み

た
物
の
文
化
。
そ
し
て
第
三
は
、
入
浴
・
料
理
な
ど
、

水
ま
わ
り
で
の
行
為
か
ら
み
た
行
動
の
文
化
で
す
。

そ
れ
と
、
館
内
で
は
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
に
、
水
が
使
わ
れ
る
空
間
・
場
所
と
し
て
、「
ト
イ

レ
」「
浴
室
・
洗
面
所
」「
台
所
」
に
分
け
た
配
置
も
し

て
い
ま
す
。
や
は
り
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
は
き
っ
て
も
き
れ
な

い
ト
イ
レ
に
関
す
る
書
籍
は
一
番
多
く
、
約
一
千
冊
に

も
上
り
ま
す
。

児
童
書
も
多
く
、
専
門
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
や
宿
題
で
来
館
さ
れ
る
親
子

連
れ
の
方
々
や
、
学
校
の
先
生
方
に
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
地
域
の
小
学
校
へ
の
貸
出
し
な
ど
に
つ
い

て
も
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ライブラリー・アクアで使用されている図書分類

・
　
・

・
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―
利
用
者
は
、
ど
の
よ
う
な
方
が
多
い
で
す
か
。

二
十
代
、
三
十
歳
代
の
若
い
方
が
多
い
で
す
ね
。
職

業
で
は
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
の
方
や
、
学
生
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
運
営
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
や
は
り
ト
イ
レ
な
ど
水
ま
わ
り
の
建
築
関
係
の

資
料
を
求
め
て
来
館
さ
れ
る
方
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

高
ま
る
「
環
境
」「
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
」
へ
の
関
心

―
「
水
」
に
対
す
る
関
心
の
う
つ
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
ら

れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

夏
の
渇
水
時
に
は
、
節
水
の
工
夫
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
が
来
た
り
、
Ｏ
１
５
７
が
問
題
に
な
れ
ば
、
台
所

の
衛
生
面
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
た
り
と
、
そ

の
時
、
社
会
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
問
題
に
あ
わ
せ
て

関
心
も
高
ま
り
、
一
般
の
方
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
多
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
が
、
全
般
的
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
新
刊

図
書
で
も
、
三
〜
四
年
く
ら
い
前
か
ら
、「
環
境
」
や

「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
に
関
す
る
も
の
が
増
え
て
い

ま
す
ね
。「
地
球
に
や
さ
し
い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
意
識

し
た
企
業
活
動
も
増
え
、
人
々
が
日
常
的
に
感
じ
る
領

域
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
健
康
的

な
水
が
出
て
く
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
今
の
時
代
は
違

い
ま
す
。
水
を
買
う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
水

が
生
活
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
は
じ
め
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
、「
自
分
た
ち
の
努
力
で

少
し
で
も
環
境
を
良
く
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
資
料
収
集
の
際
に
も
、

こ
う
し
た
社
会
的
な
関
心
の
動
き
は
意
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
で
す
ね
。

―
今
後
の
活
動
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

企
業
の
文
化
活
動
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
図
書
館
で

こうしたお問い合わせにできる限り
お答えできるように、日々奮闘する
スタッフの小川さん。

さ
ま
ざ
ま
な
お
問
い
合
わ
せ
の
中
に
は
、

思
い
も
よ
ら
な
い
質
問
も
あ
る
そ
う
で
す
。

・
和
式
便
器
が
は
じ
め
て
作
ら
れ
た
の
は
い
つ
か
？

・
便
器
は
和
洋
ど
ち
ら
が
良
い
の
か
？

・
ト
イ
レ
の
擬
音
装
置
の
節
水
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
？

・
便
座
の
Ｏ
型
と
Ｕ
型
は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
か
？

・
水
を
使
っ
て
宝
石
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

・
氷
点
下
で
も
凍
ら
な
い
水
は
あ
る
の
か
？

す
か
ら
、
運
営
で
は
、
常
に
活
動
の
評
価
基
準
を
顧
客

満
足
に
据
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、「
い
か
に
一
般
の
方

に
満
足
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
か
」
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
よ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
水
」
と

い
う
同
じ
分
野
で
活
動
す
る
仲
間
同
士
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
協
力
し
、
お
も
し
ろ
い
活
動
展

開
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ア
ク
ア
」
利
用
案
内

開
館
時
間：

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

休
館
日：

日
曜
日
・
月
曜
日
・
祝
日

入
　
　
館：

無
料
・
館
内
閲
覧
の
み

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
有
り
（
有
料
）

所
在
地：

東
京
都
港
区
南
青
山
1
‐
24
‐
3

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
乃
木
坂
ビ
ル
５
Ｆ

〒
1
0
7
‐
0
0
6
2

1：

03
‐
3
4
9
7
‐
1
0
1
0

6：

03
‐
3
4
2
3
‐
4
0
8
5

交
　
　
通：

地
下
鉄
千
代
田
線
乃
木
坂
駅
下
車

３
番
出
口
徒
歩
１
分

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス：

h
ttp
://w
w
w
.to
to
.co
.jp
/a
q
u
a
/

「
水
」
の
専
門
図
書
館
な
ら
で
は
の

こ
ん
な
お
問
い
合
わ
せ
も
?!



《図書館・資料室》

社団法人土木学会附属
土木図書館
土木専門図書館。所蔵書籍は、土木工学、
土木技術、土木史、土木写真など。
【所 在 地】〒160-0004 東京都新宿区四谷

１丁目無番地外濠公園内
103-3355-3596

【開館時間】9：30～17：00
【休 館 日】土曜日・日曜日・祭日・第２水曜日
【利用条件】資格土木関係者

料金 200円（非会員）
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス有
【交　　通】ＪＲ中央線「四ツ谷」駅より４分

住宅総合研究財団 図書室
住まいと都市の専門図書館。住まいと都
市の歴史・意匠・構造から住生活、住文
化まで蔵書約１万３千冊。
【所 在 地】〒156-0055 東京都世田谷区

船橋4-29-8 103-3484-5381
【利用時間】9：30～16：00
【定 休 日】土曜日・日曜日・祭日

創立記念日（11月６日）
【利用条件】資格大学生以上で「住まいと

都市」に携わる方／料金無料
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス有
【交　　通】小田急線「梅ヶ丘」駅北口よりバス

01千歳船橋行き「船橋中学校前」
下車1分、または小田急線「千歳船
橋」駅よりバス梅01・歳22「宝性
寺」下車1分

東京都立中央図書館
江戸・東京の郷土に関する資料を収集し
た「東京誌料」など、主に江戸時代から
明治 にかけての和漢書約25万冊が収めら
れた特別文庫室がある。
【所 在 地】〒106-8575 東京都港区南麻

布5-7-13 103-3442-8451
【開館時間】9：30～20：00（土曜・日曜・

祝日～17：00、月曜13：00～）
【休 館 日】第１木曜日・第３日曜日

月１回（不定期）
【利用条件】資格 16歳以上／料金無料
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス有
【交通】地下鉄日比谷線「広尾」駅より8分

日本河川開発調査会 資料室
主に河川に関する資料約３万冊。
【所 在 地】〒112-0014 東京都文京区関

口1-44-6ドミール青柳403
103-3268-8452

【利用時間】10：00～17：00
【定 休 日】土曜日・日曜日・祭日
【利用条件】資格特になし（会員優先）

料金無料
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス無
【交　　通】地下鉄有楽町線「江戸川橋」駅

より３分

日本水道協会 図書室
全国各地の水道史、水道に関する外国文
献、上・下水道工学など。
【所 在 地】〒102-0074 東京都千代田区

九段南4-8-9 日本水道会館5F
103-3264-2395

【利用時間】9：00～17：00
【定 休 日】土曜日・日曜日・祭日
【利用資格】資格特になし／料金無料
【サービス】貸出不可・コピー可（有料）

レファレンス有
【交　　通】ＪＲ中央線「市ヶ谷」駅より３分

農文協図書館
農林水産関係専門図書館。農林漁業、食料、
環境（特に水）に関する図書約４万冊。
【所 在 地】〒177-0054 東京都練馬区立

野町15-45 103-3928-7440
【利用時間】10：00～17：00
【定 休 日】水曜日・日曜日・祭日
【利用条件】資格特になし／料金入館無

料・利用カード料初回100円
【サービス】貸出５冊1ヵ月・コピー可（有

料）レファレンス有
【交　　通】ＪＲ中央線「吉祥寺」駅北口より

西武バス「関町南２丁目」下車１分

民族学振興会 図書室
日本および全世界の民族学関連の図書約1
万5千冊、雑誌500タイトル。
【所 在 地】〒202-0012 東京都保谷市東町

3-1-17 10424-21-5003
【利用時間】10：00～16：00
【定 休 日】土曜日・日曜日・祭日
【利用条件】日本民族学会会員限定公開

レファレンスのみ一般も可
【交　　通】西武池袋線「保谷」駅より６分

滋賀県立図書館
水に関する資料の収集を網羅的に行って
いる。水資料コーナーが設けられており、
現 在、開架資料は約1万2千冊。
【所在地】〒520-2122 滋賀県大津市瀬田南

大萱1740-1 1077-548-9691
【開館時間】10：00～18：00

（土曜・日曜・祝日～17：00）
【休 館 日】月曜日・祝日の翌日・毎月末日
【利用条件】資格特になし／料金無料
【サービス】貸出10冊３週間（県内在住・

通勤・通学者のみ）・コピー可
（有料）・ レファレンス有

【交　　通】ＪＲ琵琶湖線「瀬田」駅より
帝産バス滋賀医大行き
「文化ゾーン」下車５分

《古書店》

慶文堂書店
歴史・民俗学・考古学関係の専門古書店。
地方史など。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町1-1 103-3292-0281
【営業時間】9：30～18：30
【定 休 日】日曜日

【交　　通】地下鉄半蔵門線・都営新宿線・
都営三田線「神保町」駅より３分

秦川堂書店
歴史関係の古書が多い。東京の歴史、産
業史など。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町2-3 岩波アネックス
２F 103-3264-2780

【営業時間】10：00～18：30
（祭日11：00～17：30）

【定 休 日】日曜日
【交　　通】地下鉄半蔵門線・都営新宿線・

都営三田線「神保町」駅より1分

泰雲堂
社会科学・人文科学の専門古書店。農業
水利、治水など。
【所 在 地】〒113-0033 東京都文京区本

郷6-17-8 103-3811-8940
【営業時間】9：30～18：30
【定 休 日】日曜日・祭日
【交　　通】地下鉄丸ノ内線「本郷三丁目」

より８分

南海堂書店
歴史と社会科学の専門古書店。部落史、
農村史など。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町2-3 103-3261-3216
【営業時間】10：00～19：00
【定 休 日】日曜日・祭日
【交　　通】地下鉄半蔵門線・都営新宿線・

都営三田線「神保町」駅より2分

明倫館書店
理工学書全般を扱う大古書店。農林・建
築・土木など。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町1-9 103-3294-0446
【営業時間】10：30～18：30

（祭日11：30～18：00）
【定 休 日】日曜日
【交　　通】地下鉄半蔵門線・都営新宿線・

都営三田線「神保町」駅より2分

《地方出版物専門書店》

書肆アクセス
地方・小出版流通センターの直営店。北
海道・東北・関東から沖縄まで、出版物
の発行地別に本棚が分類されている。
【所 在 地】〒101-0051 東京都千代田区

神田神保町1-15
103-3291-8474

【営業時間】10：00～18：30
（土曜11：00～）

【定 休 日】日曜日・祭日
【交　　通】地下鉄半蔵門線・神保町駅より2分

※年末年始、不定期の休業、昼休み等について
は言及していません。問い合わせ電話番号にご
確認下さい。
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調べてみる
「水とのつきあい方」を考えるのに役立つ図書館・博物館、資料室のご紹介です。
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《博物館》
水

東京都水の科学館
東京都江東区有明2-4-1
103-3528-2366

神戸市水の科学博物館
兵庫県神戸市兵庫区楠谷町37-1
1078-351-4488

水道

札幌市下水道科学館
北海道札幌市北区麻生町8
1011-717-0046

高崎市水道記念館
群馬県高崎市若田町309-2
0273-43-2904

前橋市水道資料館
群馬県前橋市敷島町216
10272-31-3095

東京都水道歴史館
東京都文京区本郷2-7-1
103-5802-9040

下水道科学館
愛知県名古屋市北区名城1-3-3
1052-911-2301

横浜水道記念館
神奈川県横浜市保土ヶ谷区川島町
522 1045-371-1621

広島市サービス公社水道
資料館
広島県広島市東区牛田新町1-8-1
1082-223-1950

海洋

函館市北洋資料館
北海道函館市五稜郭町37-8
10138-55-3455

留萌市海のふるさと館
北海道留萌市大町2-3-1
10164-43-6677

大洗海洋博物館
茨城県東茨城郡大洗町磯浜6890
1029-266-1444

名古屋海洋博物館
愛知県名古屋市港区港町1-9
1052-652-1111

海運資料館
新潟県佐渡郡小木町大字小木町
1941-1 10259-86-3191

海の博物館
三重県鳥羽市浦村町大吉1731-68
10599-32-6006

神戸海洋博物館
兵庫県神戸市中央区波止場町2-2
1078-391-6751

海とくらしの史料館
鳥取県境港市花町8-1
10859-44-2000

海の科学館
香川県仲多度郡琴平町953
10877-73-3748

高知県立足摺海洋館
高知県土佐清水市三崎今芝4032
108808-5-0635

国営沖縄記念公園海洋文化館
沖縄県国頭郡本部町字石川424
10980-48-2741

港湾

清水港湾博物館
（フェルケール博物館）
静岡県清水市港町2-8-11
10543-52-8060

横浜開港資料館
神奈川県横浜市中区日本大通3
1045-201-2100

河川

十勝川資料館
北海道中川郡池田町字大通南
101557-2-5713

さいたま川の博物館
埼玉県大里郡寄居町大字小園39
10485-81-7333

千葉県立大利根博物館
千葉県佐原市佐原ハ-4500
10478-56-0101

荒川知水資料館
東京都北区志茂5-41-1
103-3902-2271

信濃川大河津資料館
新潟県西蒲原郡分水町大字五千石
10256-97-2121

淀川資料館
大阪府枚方市新町2-2-13
10720-46-7131

中村市立四万十トンボ自然館
高知県中村市具同8055-5
10880-37-4111

湖

下諏訪町立諏訪湖博物館・
赤彦記念館
長野県諏訪郡下諏訪町西高木
10616-111 10266-27-1627

滋賀県立琵琶湖博物館
滋賀県草津市下物町1091
1077-568-4811

森林

洞爺湖森林博物館
北海道有珠郡壮瞥町字中島
10142-75-4400

青森市森林博物館
青森県青森市柳川2-4-37
10177-66-7800

こもれびの森・森林科学館
宮城県栗原郡花山村字草木沢角間
10-7 10228-56-2330

仁別森林博物館
秋田県秋田市仁別字務沢国有林
22林班　10188-27-2322

森の文化博物館
岐阜県揖斐郡春日村大字美束
1902-183 10585-58-3111

農林漁業

沼田町農業資料館
北海道雨竜郡沼田町南１条1-9-26
101643-5-2813

美幌博物館・美幌農業館
北海道網走郡美幌町字美禽253-4
101527-2-2160

古川市ササニシキ資料館
宮城県古川市駅前大通1-5-18
10229-23-2111

岩城町史料館
秋田県由利郡岩城町亀田亀田町字
田町41 10184-72-2048

山辺町農林漁業資料館
山形県東村山郡山辺町大字大蕨字
荒谷3197-19 10236-66-2022

東京農業大学農業資料室
東京都世田谷区桜丘1-1-1
103-5477-3695

愛知県農業総合試験場
農業民俗館
愛知県愛知郡長久手町大字岩作三
ヶ峯1-1 10561-62-0085

横浜市農村生活館
獅子ヶ谷横溝屋敷
神奈川県横浜市鶴見区獅子ヶ谷3-
10-2 1045-574-1987

香川用水記念公園・水の資料館
香川県三豊郡財田町財田中2355
10875-67-3760

宮崎大学農学部附属農業博物館
宮崎県宮崎市学園木花台西1-1
10985-58-2898

船

宮城県慶長使節船ミュージアム
宮城県石巻市渡波字大森30-2
10225-24-2210

戸田村立造船郷土資料博物館
静岡県田方郡戸田村戸田2710-1
10558-94-2384

加賀市北前船の里資料館
石川県加賀市橋立町イ乙1-1
107617-5-1250

むかし下津井回船問屋
岡山県倉敷市下津井1-7-23
1086-479-7890

歴史民俗

北海道立北方民族博物館
北海道網走市字潮見309-1
10152-45-3888

小川原湖民俗博物館
青森県三沢市三沢駅南古牧温泉渋
沢公園内　10176-51-1111

国立歴史民俗博物館
千葉県佐倉市城内町117
1043-486-0123

江戸東京博物館
東京都墨田区横網1-4-1
103-3626-9974

江東区深川江戸資料館
東京都江東区白河1-3-28
103-3630-8625

北方文化博物館
新潟県中蒲原郡横越町沢海6970
1025-385-2001

国立民族学博物館
大阪府吹田市千里万博公園10-1
106-6876-2151

加古川流域滝野歴史民俗資料館
兵庫県加東郡滝野町下滝野1369
10795-48-3422

福山市鞆の浦歴史民俗資料館
広島県福山市鞆町後地536-1
10849-82-1121

宮島町立宮島歴史民俗資料館
広島県佐伯郡宮島町57
10829-44-2019

川上村立阿武川歴史民俗資料館
山口県阿武郡川上村小市ヶ谷
2319 10838-54-2024

瀬戸内海歴史民俗資料館
香川県高松市亀水町1412-2
10878-81-4707

長崎県立対馬歴史民俗資料館
長崎県下県郡厳原町今屋敷668-1
109205-2-3687

（財）日本博物館協会発行『全国博
物館園職員録平成10年』より




